
決　　　定　　　部

Ⅵ．円高及び原油価格低下に伴う遼益の還元と価格の遇

1．公共料金等

‖　公共料金等については、近時の円レート、原油
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み、4月の「総合蛙済劉蚊」、5月の「当両の抜

力及びガスの暫定料金引下げ等により羞益還元等

ある．今後とも引き続き、可能な限り公共料金等

し、引下げが闊純なものについても、当核事東の
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正 化等

由価格 の動向鴇 にかんが

域） にお いて 当凄

等 に対 して、職凛

先都農を実施す る

・公共料 金塔につい

済対鱒」等において、電 げに努 め るもの と

を推進 して きたところで 等を勘案 しつつ、

の 引下 げに努めるものと とい う基本 方針の

む収支状況等を勘 案 し？ ・電力及 びガス料 金

もの とす る． 料金引下げを実施

暫定料金 引下 げを

・工兼用 アルコール

（通商産某省）

l4

・霹魔物 の価格安屈

を含む生産割印 吐

年内を ．6 ．4％、豚

・変の政府売渡価順

一－．．＿．Hh＿．

つ、料金等の長期安定、サービスの改善等を図る

実　　　施　　　状　　　況

抜地域内の舗職者、当該地域の特定不況豊根企塵の離職予定者

濃拙技、職晃胡棲ヾ職稟紹介を一月して行う「地域甜口能力瑚

．（労働省）

ては、「今後とも引き続き、可能な限り公共I斗金等の引き下

し、引き下げか困難なものについても、当核事圭の収支状況

料金等の最期安定、サービスの改葬等を図るものとする．」

もとで、円高羞益の還元等を肱地中．・．

については、昭和62年1月から1年細、蛤軸勺2兆円の暫定

地中．また、熱仇給部真についても昭和62年1月又は2月から

実施中．（通商産業省）

レについては、昭和62年1月から政府売濃睡魔を引き下げた．

定を図るなめに設けられている価格帯については、円高効果

下等も抱まえ、昭和62年度から去勢和牛肉を2．1％、乳用種

肉を15．4％、パターを10．2％引き下げる等の改正を持った．

（森林水産塔）

については、矧勺庇衆及び輸入麦のコスト価格、その他麦を
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実・’施　　　状　　　況

めぐる紘済刺青を総合的に勘案して、昭和62年2月5日から平均5．0％の引
ヽ－、

下げを行った．（農林水産省）

・外国あて航空通常郵便物の料金については、方向別格産に配慮しつつ利用者の

負．担軽減を図るため、昭和62年4月1日から平均10，絢引下げを実施した．

（郵政省）

I

N

監

I

（2I・輸入Jト肉については、8月から、高庇振興部蓮田の－・般尭被Lについ

て、苑披予定価格を10％棍肢引き下げるとともに、充枚数菜を1割程度相

加させたところである．さらに、9月から指定輸入牛肉眼売店を地域間欄

・態も捕まえて300店那朋目させ3．300店舗とし、モニターの活用等により

その適切な運用を図る．これらの持萬及び4月、5月に捕じた措置による

還元柚は2爛條円程度と見込まれる．

廟　田内放電について埠、用便等の利用者サービスの剛二を図るとともに、

既に実施している同体包括旅行割引鴇を10月から更に拡充して実施する

ことにより．井益を還元する’（割引の梧掛こよる遺元総額年間釘2恰円拇

肢）。

また、個階級空運賃の方向別格凄縮小のための捕辞については、我が国

にとって2人主翼弧線である欧州線及び太平洋線について格発縮小のため

の捕殺を捕じているが、今晩とも引き挽き方向別格虎が大きい鞄娘につい

」三
二高二；・一議壷

「

・輸入牛肉については、8月から、轟廠賑関都集団の一般先渡しについて、売渡

予定佃他を10坤撮皮引尊下げるとともに、売渡放屋を1割指蛇増加させた．

また、9月から指定輸入牛肉眼蒐店を地域間鋼並も拇まえて3㈲店帥鰭加させ

3．300店舗とし、モニターの塙用事によりその適切な運用を図っている．

史に、11月から指定輸入牛肉瓶売店及び「内のUJにおける小売日射副もを10

％棍庇再び引き下げるとともに、姦宛奴関都集団の－一般充複軌菜を1割保度増

加させた．これらの措荘及びこれまでに績した措掛こよる昭和61年度にお‘iナる

遥庫1削ま260枚円指定である．（農林水産省）

・国内肌空割引運貨の拡充鴇については、既に10月1口より実施しておりその内

容は次のとおりである．

①　団休包括旅行割引運賃について、実施桐間を延長するとともに、対象地域

を従来の北梅迫、九州及び沖槌に加え、敗北及び奄炎蛸島を迫加し、さらに

割引串を拡充（閑散期平口帰着にづいて32～芯朋の割引）した．

◎　新たな割引軸度として、沖縄関係馳線について矧射射持一引運賃（25～諭

，毛の割引）を設定した．（運輸省）
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中生井高≠㍉声

●
決　　　定　　　率　　　噴

ては、櫓澄縮小のための精選を補するよう好める．

州　パス、タクシー、旅客船等の運輸串東については、鹿

新を促進するなど利用者利便の向上のためのサービス改

l

麗
Cn

l

に、可能な限り現行運賃水師を維持することにより、差

指導する．

また、やむを持す運貨改定が必要な事来者については

き燃料費の下洋による適正な原価を織り込むこととして

・輸することにより塵益を遇元するよう指導する．

伍I　国際過信料金については、枕に料金引下げの方針を明

ころであるが、方向別格塵に配慮しつつ利用者の負迫抱

月から国際屯縞料金について全対地を対象に平均11．0，4

り、平年度合打で、276位円、平均13．1％の引下げを行

く6I　砂場については、．円レートの上昇はあるものの国際相

り粗糖の平均輸入舶亀（円ペース）が昨年同時期に比べ

両、船舶の代替更

・国際航空運

いて、日本

10如値上げ

運貨）の導

ら実施 した

・地方運輸局

改善を行うととも 高及び原油

益を還元するよう’

、今後とも引き桧

り、事業者

している．

・国際通信桐

、極力改定幅を圧

らかにしていたと

減を図るため、 9 め、昭和61

引き下げる等によ き下げる等

った．

嶋の値上がりによ

た． （郵政

・61砂糖年度

ぺて上昇 している を引き下げ

楯年度 （61年10月 鳩怖）は、が、依然として低い水卸こあること等を考慮して、61砂

実　　　施　　　状　　　況

渾貨の方向別格発縮小のための括票としては、オーストラリア鰻につ

本先・甘通性は運賃の7％他下げ及びオーストラリア先普通片道運賃の

‘を、典繭アジアはについて、日本宛アペックス運賃（割前購入回遊

入（エコノミー柱は運貨の40％程度の割引）を昭和61年12月1日か

．（運輸省）

及び関係部某省団体に対し、昭和61年10月3日付けの通達により円

価格低下に伴う差益の道元と細格の適正化について周知の戦鹿を固

においても、船舶の代替更新、サービス改箆投資等を侠桟的に推進

（運輸省）

金については、方向別格差に配慮しつつ利用者の負担軽減を回るた

年9月1日から国際電話料金について全対地を対象に平均11．0，‘引

により、平年度合打で、276位円、平均13．1％の引き下げ引iっ

省）

（61年10月～62年9月）の安定価格帯及び国内産鴫合理化日揺価格

た．この措監等により、砂糖1kg当たりの標準的コスト価格（形成

6．6円程度低下した（櫨下げ総額年間170像円程度）．
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⊥62年！川）の安定細格帯を引き下げるとともに

等を反映して国内庄新合理化田螺繊格を引き下l

り、砂糖Ikg当たりのほ坤的コスト価格（形成楯

ものと見込まれる（債下げ総桝年間140倍円程度

川∵堰については、塩産業の自立化方策の趣旨に沿

から原塩、初砕塩、並塩の一郎について平均‘3．5

i

トJ

怠

l

2．その他

＝　団民生溝に密着した消撰財等については、円高

榊弟メカニズムを通じて国内販苑価格に適正に反

l

・、最近の抑詑物価の下落 （農林水産寄）

・．帯地、粉砕臥 ．し一並」

折る「キわ らの措置によ

佃）血 、5個朋僅 下か革

：）－．

や、つ？、－‾12月の買受 申込

朋 の師格引下げ朝 子う上

等の御車か、今晩とも、．

1加 の毘受申込カ†

▲国民射 疎 密零し：】

茸映され畠よう、．引車検 ．カヰズムを通．じて‡

監視し、円商メ㌢ッ．トの 進に配慮する青 木

はど、瀾 肺 即 瑚 力を求

円高及‾び原油佃 島のぬ下

．め、額融 解 捕舶

∴の促進右阿るペ く、

・＿右抽製品め円高靭

阜為替相場及び卿 輌 帖 ・友映されてきていj

向につi、て注視する．′・・・ ．・‘よ うヰ分窪視する．

き、崩す■の促進に配意するとともに、価格動向を

槙極的に傭搾捉仇を行うよ肌用を促進するため、

め、円高等の効果の－一層の浸透を図る．

（2「右側儲晶については、市場メカユズムを通じて

を佃格た反映してきているか、今後とも、引き続

の動向が適正に販売価格に反映されるよう価格動

実　　　施・　状　　　況

塩の一郎について一緒トン当り日加円の脚粥l下げを昨年

ら、実施したところである．（大蔵省）

た柄贅財等については、 円高等の効果か、今後とも、市場メ′

国内機先価格に適正に反映されるよう、 引き続き．肋争の錠

価格動向を監視し、円高メリットの活用を促進するた

提供を行うなど、関係者の協力を求め、円高等の効果の一膳

、以下の捕縄熊等を実施中．

こよるコストダウンは、市場メカニズムを通じ、販売価格に

るか、今後とも、為替動向等が適正に販売脚象に反映される
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（3）配合飼軸こついては、既に昭和60年10月以降円高の

トの低下を反映して4回にわおる価格引下げn7．4％

であるが、今後においても原料価格の動向等について

川　主要輸入消禦肘等及び輸入素原材料のJストに占め

肘等の価格動向等‘（即品目）について硝査を行い、10

とめ、公表する．

㈲　公正な肋缶を確保することが、融品輸入の拡大、円

実　　　 施　　　 状　　　 況

ヽ

l
効果を含む原料ヨネ

＜来場石油製品価抱の推移＞
（円／ リットル）

・安

・59年波下期 60年 9 月 62年 1月 62年 4 月

て

ガソリン 145，．5 138 111
（抜i

趣 も重，

．灯　　 油 鋸．8

76．9

7品 掴 価格上 夕嘉 査）
45．4

75・つ　 44・串 綱査会調査）

用液化石油ガスの価格については、昨年 5 月に流通 ・販売莫者に対

櫓の引き下げを要挿 した結果約 6 舛堪下 したが、その後も円高基銅等にある

与力、車、昨年．12月に再度要綿を行った．草の結果、本年 4 月の通産省の消費

価格モニター調査に．よれば、劉前年同月比 8・早％の引下げとなっても．、る

．（通商鹿稟省） ‘

・円高幌向が強まったこと等から昭抑61年 10月以降、さらに、 5．3タ‘の他下げ

）か行われたところ

注拐する．

る割合の大 きい消費

行われた （昭和60年 10月以降の牌下げ率は、合打21．8％）． （農林水産省〉

・塵要勧人前賞財等の坤格動向等について柵査を実腿 し、昭和61年10月 （大

月末を目途にとりま

高等の効果の浸透の

省、農林水産省、通商産稟省、紘済企画庁）及び昭和62年 2 月 （通商産

l
省）

・並‡

綱査結果を

i輸入の実態

公表した．

を把握するため、輸入消賓肘を対象に、価格動向、流通実態



有うとともに、帥

め、主翼百貨肪 ・

消費者の意

．．イドライン

・家庭用披化

行った． （

・主要百第店

ランに引き挽き、 ランを策定

腸の引下げ、開発 8．300品目

渦導を実施してお の推進鴇、

・う．また、中小ス 省）

催空相等を実施す ・中小ス？バ

ヰヤンベーン、ポ 了の開催等

施し、国民か円高

興がで毒る限り価

るよう、要

・商店担、ポ

して昭和61

く通商座稟

・輸入拡大月

線的に実施

・外食につい

の反峡につ

飲食店にお

行われた．

決　　　定　　　串　　　唄

促進に資するという姐点から、並行輸入に関す・る網査を

争制限的行為に対する監視に努める．

帖）－・般消撰者への円高メリットの均箔を税極的に図るた

スーパーにおいて柳こ実施されている帥1次円高活用プ

円高活用の基本方針、インポートフェアの棚催、小売価

輸入の推進等を内容とする第2次円高楢川ナランの餓定

り、10月中旬を目途にその報告を受け、とりまとめを行

ーバー、商店栂等の小売稟界に対し、輸入品フェアの閑

る．さらに、10月の輸入拡大月間において全国的な山積

スターの掲示、各種メディアを通じた広報等を強力に実

のメリット巷説受しうるような環境の整備に努める．

外食については、東榎重態の実情に応じ、円高等の劾

格、・質等に反映されるよう、関係者の鳩力を求める．

決　　定　　琳

かい4　　・．・一m′・、

実　　　施　　　状　　　況

臓等について、痢査を実施し、並行輸入の不当Ⅲ寄防止のためのガ

を作成した（公正取引委員会）

ヒ石油ガスについて・一一部の地方脱会の統率制限的行為に対して暫缶を

（公正取引委員会）

店、スーパーでは、通廠人臣からの刑符を受けて弟二次円高活用プ

全国娃ペ約20．300地点にのぼるインポートフェアの開催、的

の小売価格引き下げ、約1．4的品目の新規輸入品の輌捕、閉先輸入

一般消費者への円高メリット均芯に横味的な取り組み．（通商産業

一、商店裾等の小売重罪に対して、昭和＝年9月、インポートフⅠ

を通じて広く・－・般泊賞肴に円高メリットを均屈し、輸入促進に努め

綿等を行った．．（通商産稟省）

ランタワー・チェーン等における輸入品フユ了に対する補助対象と

年度、15地域を指定し、逐次輸入品フェ了か開催された．

省）

聞く昭和61年10月1日～3柑）において輸入碇薗キャンペーンを槙

（通商産菓省）・

ては、糞権・重態や食材の多接性等の糾合があるが、円高等の効果

いて関係者に脇力要絹を行ったところであり、相当数の外食企重、

いて、舶もの引き下げ、メニュー内容の改善等により消費巷還元が

（農林水産省）



決　　　定　　　謳　　　項

（7）円高等による国内鴨売細格の変化等について、融時、テレビ等のメディ

ア、フードウイーク等の企両を通じ、また、地方公共団体等の脇カを縛

て、泊賞者等に対する構柑提供の拡充を図る．

Ⅶ．金融政策の膿勅的運営

I

冨
l

内外経済動向及び国際通貨情勢を注視しつつ、金融政策の適切かつ機動的な

運営を図る．

Ⅷ．国際社会への貢献

．．

上記の捕縄娘を始め我が国の内需拡大の努力は、練折の拡大均衡を通じて世

界経済にも好ましい影響を及ぼすことか期待される．

実　　　施　　　状　　　況

・円高ドよる国内販売紬格の変化等について、脚寺、テレビ等のメディア、フ「

ドウィーク等の企画を通じ、．車た、地方公共団体等の協力を持て、消費者等に

対する情報提供の拡充を図った．（農林水産省）．

・昭和62年3月、円高メ・リットにっいて消費者等に矧酎摘坤てもらうため、新

掲載、パンフレットの配布等を通じて、円高メリットに関して広く情報提供を

行った．（瞳済企南庁）

・日本娘行は、昭和61年11月1日に公定歩合を更に0．5％引き下げたのに挽き、

昭和62年2月か日さらに．0．5％引下げ、2．5％とした．これに伴い民間預貯金

金利及び郵便貯金金利並びに短期プライムレートも昨年11月筋目および本年3

月16日に引下げられた．

なおこ日本銀行は、本年2月の公定歩合引下げ以降、短期印嶋金利か一時的

に高止まりしていた状況に鑑み、公定歩合と十分整合的な市場金利が実現する

よう短期金利低下のためのオベレーシ■ンキ行った．く大織省、舞救省、日本

銀行）

・海外投資保険等の活用につい宅は、リスク交渉迅速化等によるケースバイケー

ス下での引受制限国に対する弾力的対応を検村中のはか、海外投貴保険の拡充
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同時に罪横傾槙の用人、1・－・次産品価格の低速時により紘済困難に出面する開

発途上国に対し、引き拭き袈金の琉れを確腿し、その際民間資金の流れの円滑

化車切るために海外投梁保険等の活用及び多数国間投資採縦槻関への参画を行

ヽ

つ●

政府間発援助については第三次中期日掛こ治って着実な拡充を図るととも

に、その適正かつ効果的・助郷的実卿こ配慮しつつ、閲見途上国の政商する蛙

研削難、多接化するニーズに対応し、円伯歓における内貸融資の弾力化、既往

プロジェクトの病性化、援助形態の多様化等弾力的運用に努める．

い山．レ’佃

】
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実　　　施　　　状　　　況
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を盛り込んだ法改正を弟108回国会で行った．（通商庄賃省）

・昭和61年9月12日、多数同間投資保柾曙関（MIGA）投立条約への署名を行

い、9月15日～19日の設立榔腑委員会に山席した．（大蔵省、外横谷、通商産

業省）

・鍋】0咽会において、「多数国間隙架保柾機関を設立する灸的」の締結の承抱

及び「多数国間投資採鉦機髄への加盟に伴う措罠に関する泣け」の成立をみ

今晩速やかに上記条約の持鰭を図？ていくこととする．．（大蔵省、外梯省、通

商産業省）

・叫翠途上国の開発牒脚鮎への適切な対応車図るため、地銀特別ファンドの

刺殺（嘩0腹ドル）、：＝uF？の貸付け（約36腹ドル）、IDA、ADFへの

恥山約39位ドル）により合打約1的性ドルの官民資金の過酷を行うこととし

た．（大蔵省）

・円情欲の供与については、昭f哺年1月からの新規分につき供与条件を緩和

（平均0．の棍皮の金利引下げ）を行うとともに、被蝮助団の厳しい財政状況

等に鑑み、案件の実行可能性を高め、かつ、円相鉄の実施促進を図るとの見地
′

から、各回の実幅に応じ、自助努力の範囲内において内貸帥分を弾力的に供与

することとしている．（紘済企画庁、外梯省、大蔵省、通商痩衰省）

・r既往ブrlジェクトの活性化」案件に対する円佗款の供与については、開発途

上団からの更蛸を蹄まえ、現在、関係省庁間で所要の富査（椛否の捜対）を行

っている．（縫済企画庁、外務省、大蔵省、通商産皇省）

・政府開発援助について呼、プロジェクトに対する脱力を中心としつつも、途上

国側の指定の政鮫剛勇あるいは総合的な閑獅情緒支援すべく、捷助形態の．多
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攣撃撃墜撃攣轡＿澄攣攣撃攣撃墜欒

実　　　施　　　状　　　況

1封じについても合わせ検討．また、輸山振興に資する晶袈向」二や検査能力故

のための協力、投資姐魅のためのシンポジウム榊僻やアドバイザー及び凋点

派遇等技術旭力の多接化にも努めている．（掟済企繭庁、外積省、大蔵省、通

敵鹿裳省）
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13．総合経済対策主要検討項目

昭和61年9月16日

（軽済対策閣僚会議）

・公共投資等の拡大

・住宅建設等の促進

・規制緩和等による民間活力の活用の推進

・　中小企業対策等

・　雇用対策

・円烏及び原油価格低下に伴う差益の還元等

・金融政策の機動的運営

・国際社会への貢献

※　なお9月17日にも引き続いて経済対策閣僚会議が開かれた。
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